
本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

政

令

令和年月日 金曜日 第号官 報




職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

政
令
第
六
十
八
号

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

二
十
号
）
第
九
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を

制
定
す
る
。

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
一
年

政
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
な
つ
た
」
を
「
な
っ
た
」に
改
め
、

「
任
命
権
者
又
は
そ
の
指
定
す
る
職
員
の
面
前
に
お
い

て
」
を
削
り
、「
宣
誓
書
に
署
名
し
て
、」を
「
宣
誓
書
を
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
署
名
及
び
提
出
は
」
を
「
提

出
は
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
署
名
及
び
」
を
削

り
、「
す
み
や
か
に
」
を
「
速
や
か
に
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関

す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

政
令
第
六
十
九
号

警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付

に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害

給
付
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
四
十

五
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を

制
定
す
る
。

警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関

す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
二
十
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
十
六
万
六
千
九
百
五

十
円
」
を
「
十
七
万
千
六
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第

二
号
中
「
七
万
二
千
九
百
九
十
円
」
を
「
七
万
三
千
九
十

円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中「
八
万
三
千
四
百
八
十
円
」

を
「
八
万
五
千
七
百
八
十
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
第
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
政

令
の
施
行
の
日
以
後
に
給
付
の
事
由
が
生
じ
た
介
護
給

付
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
給
付
の
事
由
が
生
じ

た
介
護
給
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

証
人
等
の
被
害
に
つ
い
て
の
給
付
に
関
す
る
法
律
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

政
令
第
七
十
号

証
人
等
の
被
害
に
つ
い
て
の
給
付
に
関
す
る
法
律

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
証
人
等
の
被
害
に
つ
い
て
の
給
付
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
六
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

証
人
等
の
被
害
に
つ
い
て
の
給
付
に
関
す
る
法
律
施
行

令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
二
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
十
六
万
六
千
九
百
五

十
円
」
を
「
十
七
万
千
六
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第

二
号
中
「
七
万
二
千
九
百
九
十
円
」
を
「
七
万
三
千
九
十

円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中「
八
万
三
千
四
百
八
十
円
」

を
「
八
万
五
千
七
百
八
十
円
」
に
改
め
る
。

◇
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
（
政
令
第
六
八
号
）（
内
閣
官
房
）

１

職
員
の
服
務
の
宣
誓
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
、
任
命

権
者
又
は
そ
の
指
定
す
る
職
員
の
面
前
で
宣
誓
書
に
署

名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
規
定
等
を
削
除
し
、

宣
誓
書
を
任
命
権
者
に
提
出
す
る
こ
と
の
み
を
規
定
す

る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
第
一
項
関
係
）

２

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

３

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

◇
警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関

す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

六
九
号
）（
警
察
庁
）

１

常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
実
費
を
支
出
し
て

介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
給
付
の
限
度
額

を
一
七
万
一
、
六
五
〇
円
に
、
常
時
介
護
を
要
す
る
状

態
に
あ
り
親
族
等
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場

合
の
介
護
給
付
の
額
を
七
万
三
、
〇
九
〇
円
に
、
随
時

介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
実
費
を
支
出
し
て
介
護
を

受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
給
付
の
限
度
額
を
八
万

五
、七
八
〇
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
七
条
の
二
第
二
項
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

◇
証
人
等
の
被
害
に
つ
い
て
の
給
付
に
関
す
る
法
律
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
七
〇
号
）（
法
務

省
）

１

常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
実
費
を
支
出
し
て

介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
給
付
の
限
度
額

を
一
七
万
一
、
六
五
〇
円
に
、
常
時
介
護
を
要
す
る
状

態
に
あ
り
親
族
等
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場

合
の
介
護
給
付
の
額
を
七
万
三
、
〇
九
〇
円
に
、
随
時

介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
実
費
を
支
出
し
て
介
護
を

受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
給
付
の
限
度
額
を
八
万

五
、七
八
〇
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
五
条
の
二
第
二
項
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

◇
海
上
保
安
官
に
協
力
援
助
し
た
者
等
の
災
害
給
付
に
関

す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

七
一
号
）（
国
土
交
通
省
）

１

常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
実
費
を
支
出
し
て

介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
給
付
の
限
度
額

を
一
七
万
一
、
六
五
〇
円
に
、
常
時
介
護
を
要
す
る
状

態
に
あ
り
親
族
等
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場

合
の
介
護
給
付
の
額
を
七
万
三
、
〇
九
〇
円
に
、
随
時

介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
実
費
を
支
出
し
て
介
護
を

受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
給
付
の
限
度
額
を
八
万

五
、
七
八
〇
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し

た
。（
第
四
条
の
二
第
二
項
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。





省

令

計
量
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

計
量
法
施
行
規
則
（
平
成
五
年
通
商
産
業
省
令
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応

す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に

対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
軽
微
な
修
理
）

（
軽
微
な
修
理
）

第
十
条

法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
軽
微
な
修
理
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
十
条

法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
軽
微
な
修
理
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
七

﹇
略
﹈

一
〜
七

﹇
略
﹈

八

騒
音
計
に
係
る
日
本
産
業
規
格
Ｃ
一
五
一
六

（
二
〇
二
〇
）
附
属
書
に
掲
げ
る
軽
微
な
修
理

八

騒
音
計
に
係
る
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
コ
ー
ド
を
除

く
コ
ー
ド
の
補
修
又
は
取
替
え

九
〜
十
二

﹇
略
﹈

九
〜
十
二

﹇
略
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
略
﹈

（
簡
易
修
理
）

（
簡
易
修
理
）

第
十
一
条

法
第
四
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
修
理
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

第
十
一
条

法
第
四
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
修
理
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一
〜
九

﹇
略
﹈

一
〜
九

﹇
略
﹈

十

騒
音
計
に
係
る
日
本
産
業
規
格
Ｃ
一
五
一
六

（
二
〇
二
〇
）
附
属
書
に
掲
げ
る
簡
易
修
理

十

騒
音
計
に
係
る
次
に
掲
げ
る
修
理

﹇
削
る
﹈

イ

電
源
ス
イ
ッ
チ
、
レ
ン
ジ
切
替
器
の
ス

イ
ッ
チ
そ
の
他
の
ス
イ
ッ
チ
の
取
替
え

﹇
削
る
﹈

ロ

パ
ッ
キ
ン
の
取
替
え
又
は
清
掃

十
一

振
動
レ
ベ
ル
計
に
係
る
次
に
掲
げ
る
修
理

十
一

振
動
レ
ベ
ル
計
に
係
る
電
源
ス
イ
ッ
チ
、

レ
ン
ジ
切
替
器
の
ス
イ
ッ
チ
そ
の
他
の
ス
イ
ッ

チ
の
取
替
え

イ

電
源
ス
イ
ッ
チ
、
レ
ン
ジ
切
替
器
の
ス

イ
ッ
チ
そ
の
他
の
ス
イ
ッ
チ
の
補
修
又
は
取

替
え
（
外
箱
を
開
け
て
行
う
も
の
に
限
る
。

以
下
ロ
及
び
ハ
に
お
い
て
同
じ
。）

﹇
新
設
﹈

ロ

電
池
そ
の
他
の
電
源
部
の
補
修
又
は
取
替

え

﹇
新
設
﹈

ハ

ね
じ
、
パ
ッ
キ
ン
、
表
示
機
構
の
透
明
覆

板
、
外
箱
そ
の
他
の
部
品
（
当
該
振
動
レ
ベ

ル
計
の
性
能
及
び
器
差
に
著
し
く
影
響
を
与

﹇
新
設
﹈

令和年月日 金曜日 第号官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
第
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
政

令
の
施
行
の
日
以
後
に
給
付
の
事
由
が
生
じ
た
介
護
給

付
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
給
付
の
事
由
が
生
じ

た
介
護
給
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

法
務
大
臣

上
川

陽
子

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

〇
文
部
科
学
省
令
第
十
一
号

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
第
四
条
及
び
第
二
十
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日

文
部
科
学
大
臣

萩
生
田
光
一

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
（
平
成
二
十
二
年
文
部
科
学
省
令
第
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
中
「，

通
知
カ
ー
ド

」
を
「の

写
し

」

に
、「）

１
名
分

」
を
「）

」に
改
め
る
。

様
式
第
三
号
中
「第

４
号

」
を「第
１
号

」に
改
め
、「既

に
」
の
下
に
「保

護
者
等
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
写
し
等

又
は

」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て「
旧
様
式
」と
い
う
。）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
文
部
科
学
省
令
第
十
二
号

国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）

第
二
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
立
大
学
法
人
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日

文
部
科
学
大
臣

萩
生
田
光
一

国
立
大
学
法
人
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

国
立
大
学
法
人
法
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学

省
令
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
北
海
道
教
育
大
学
の
項
中
「
、
附
属
釧
路
小

学
校
」
を
削
り
、「
附
属
釧
路
中
学
校
」
を
「
附
属
釧
路
義

務
教
育
学
校
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
東
北
大
学
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
十
八
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
計
量
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日

経
済
産
業
大
臣

梶
山

弘
志

海
上
保
安
官
に
協
力
援
助
し
た
者
等
の
災
害
給
付
に
関

す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

政
令
第
七
十
一
号

海
上
保
安
官
に
協
力
援
助
し
た
者
等
の
災
害
給
付

に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
海
上
保
安
官
に
協
力
援
助
し
た
者
等
の
災
害

給
付
に
関
す
る
法
律（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
三
号
）

第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

海
上
保
安
官
に
協
力
援
助
し
た
者
等
の
災
害
給
付
に
関

す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
六
十
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
十
六
万
六
千
九
百
五

十
円
」
を
「
十
七
万
千
六
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第

二
号
中
「
七
万
二
千
九
百
九
十
円
」
を
「
七
万
三
千
九
十

円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中「
八
万
三
千
四
百
八
十
円
」

を
「
八
万
五
千
七
百
八
十
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
第
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
政

令
の
施
行
の
日
以
後
に
給
付
の
事
由
が
生
じ
た
介
護
給

付
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
給
付
の
事
由
が
生
じ

た
介
護
給
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉




